
ひろしま市議会だより（3） 令和4年（２０22年）1月

市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

●
藤
井
敏
子

（
日
本
共
産
党
・
安
佐
南
区
）

・
気
候
危
機
打
開
の
取
り
組
み

・
上
安
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

・
中
央
公
園
の
今
後
の
整
備
方
針

・
学
校
給
食
の
見
直
し
方
針

●
木
戸
経
康

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
北
区
）

・
広
島
の
交
通
政
策
の
方
向
性

・
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
等

●
西
田
浩

（
公
明
党
・
安
佐
北
区
）

・
８
月
豪
雨
災
害
に
係
る
対
策

・
黒
い
雨
被
害
者
の
救
済

・
投
票
率
向
上
対
策

・
空
き
家
の
活
用

・
高
陽
地
区
へ
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

設
置

・
盛
土
対
策

●
藤
田
博
之

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
佐
伯
区
）

・
市
街
地
再
開
発
事
業
と
市
有
財
産
の

交
換

●
平
岡
優
一

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
中
区
）

・
広
島
城
の
整
備

・
厳
粛
な
平
和
記
念
式
典
の
開
催

・
中
学
校
給
食
の
完
全
実
施

・
動
物
愛
護
の
取
組

・
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整
備

・
中
心
市
街
地
の
浸
水
対
策

人
口
減
少
等
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
よ
る
公
共
交
通
の
衰
退
・
サ
ー

ビ
ス
低
下
の
事
例
と
し
て
、
芸
備
線

存
続
問
題
が
あ
る
が
、
本
市
は
今
後

の
公
共
交
通
の
維
持
・
存
続
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
む

の
か
。

高
陽
地
区
へ
の
ス※
３

マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て
、

現
在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

公
共
交
通
の
維
持
・
存
続
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
自
治
体
が
中

心
と
な
っ
て
公
共
交
通
を
支
え
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
芸
備
線
存
続

問
題
を
例
に
す
れ
ば
、
沿
線
自
治

体
が
、
当
面
の
利
用
促
進
策
と
将

来
に
向
け
た
鉄
道
機
能
の
維
持
向

上
策
を
連
携
し
て
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
、「
公

共
交
通
を
支
え
、
公
共
交
通
に
支

え
ら
れ
る
持
続
可
能
な
都
市
圏
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

国
か
ら
の
「
実
現
に
向
け
て
さ

ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
必
要

が
あ
る
」
と
の
意
見
を
踏
ま
え
、

共
同
事
業
者
と
な
る
ネ
ク
ス
コ
西

日
本
と
協
議
を
進
め
、
利
用
者
の

安
全
性
・
利
便
性
と
コ
ス
ト
縮
減

の
双
方
に
配
慮
し
た
計
画
案
を
取

り
ま
と
め
た
。
令
和
元
年
度
以

降
、
中
国
地
方
で
は
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
規
希
望
が

な
く
、
他
地
域
と
の
競
合
は
低
い

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
に

現
在
の
案
を
提
示
し
、
実
現
に
向

け
た
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
の
公
共
交
通
の
方
向
性
は

高
陽
地
区
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
早
期
設
置
を

２
号
基
町
駐
車
場
お
よ
び
一
団

地
の
官
公
庁
施
設「
基
町
団
地
」は
、

都
市
計
画
の
変
更
お
よ
び
用
途
廃
止

を
し
た
上
で
普
通
財
産
と
す
る
べ
き

だ
が
、
手
続
き
を
経
ず
に
変
更
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、

財
産
交
換
は
無
効
で
は
な
い
か
。

街
な
か
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を

す
る
若
者
が
お
り
、
苦
情
が
出
て
い

る
。
ス
ケ
ボ
ー
人
気
が
高
ま
る
中
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
旧

市
民
球
場
跡
地
な
ど
、
都
心
に
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

市
有
財
産
で
あ
る
基
町
駐
車
場

の
鑑
定
評
価
書
を
、
市
民
に
公
表
す

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
の
に
、

な
ぜ
鑑
定
評
価
書
を
公
表
し
な
い
の

か
。豪

雨
の
際
、
中
心
市
街
地
が
浸
水

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を

解
決
す
べ
く
、
本
市
は
雨
水
幹
線
や

排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
を
推
進
し
て
き

た
が
、
整
備
の
完
了
時
期
は
い
つ
頃

の
予
定
か
？
早
期
完
成
の
た
め
に
、

よ
り
多
く
の
財
源
を
確
保
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

都
市
計
画
は
、
都
市
施
設
や
土

地
の
利
用
そ
の
も
の
に
関
し
て
規

制
す
る
も
の
で
あ
り
、
財
産
の
取

得
ま
た
は
管
理
の
主
体
を
規
制
等

す
る
も
の
で
は
な
い
。
基
町
駐
車

場
は
、
行
政
財
産
を
普
通
財
産
に

変
更
し
、
財
産
交
換
し
て
い
る
が
、

令
和
４
年
２
月
の
都
市
計
画
審
議

会
に
お
い
て
都
市
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
諮
り
、
決
定
す
る
予
定
で

あ
る
。
な
お
、
こ
う
い
う
形
で
変

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
調
整
の
上
、
合
意
を
と
っ
て
い

る
。旧

球
場
跡
地
は
、
令
和
４
年
度

末
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
イ
ベ

ン
ト
広
場
の
整
備
を
進
め
て
お

り
、
公
募
に
よ
り
整
備
・
運
営
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
事
業
者
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
、
公
園
の
一
部

を
「
若
者
文
化
と
つ
な
が
り
、
若

者
や
子
ど
も
の
想
像
力
を
育
む
自

由
な
場
所
」
と
す
る
提
案
を
い
た

だ
い
た
。
現
在
、
こ
の
提
案
を
踏

ま
え
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
可
能
な
空

間
づ
く
り
の
た
め
、
課
題
の
整
理

等
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
ビ
ル
お
よ
び
基
町

駐
車
場
に
係
る
鑑
定
評
価
書
は
、

両
者
を
一
体
の
も
の
と
し
て
処
理

し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
上

で
公
開
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
第

三
者
か
ら
任
意
提
供
を
受
け
た
情

報
が
基
に
な
っ
て
お
り
、
情
報
提

供
者
の
了
解
が
得
ら
れ
な
い
限
り

公
表
で
き
な
い
。
鑑
定
評
価
書
そ

の
も
の
に
も
、
公
表
し
な
い
こ
と

を
明
記
し
て
い
る
。

整
備
完
了
時
期
は
、
現
行
の
予

算
規
模
を
前
提
と
す
れ
ば
、
令
和

22
年
度
末
と
見
込
ん
で
い
る
。
財

源
に
つ
い
て
は
、
国
が
、
激
甚
化

す
る
風
水
害
へ
の
対
策
を
、
重
点

的
か
つ
集
中
的
に
取
り
組
む
べ
き

も
の
と
位
置
付
け
て
お
り
、
国
か

ら
の
財
源
措
置
が
期
待
で
き
る
た

め
、
そ
れ
を
最
大
限
活
用
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

財
産
交
換
の
手
続
き
は
正
当
か

都
心
に
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
を

鑑
定
評
価
書
は
公
表
す
べ
き

中
心
市
街
地
の
浸
水
対
策

１ Ｇ７サミット
　フランス、米国、英国、ドイツ、日本、イタリア、カナダの７カ国および欧州連合（EU）の首脳
が参加して毎年開催される国際会議。2023年（令和５年）には、７年ぶりに日本で開催され
る。一般的には、首脳会議に出席する７カ国の総称として、英語のGroup of Sevenを意味し
ている。

２ ＮＰＴ再検討会議
　核兵器保有国の増加を防ぐ一方で、核兵器保有国に対しては、核軍縮のための交渉を義務付
けており、その成果を定期的に検討するため、５年ごとに開かれている会議。

３ スマートインターチェンジ
　高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリア、バスストップから乗り降りができる
ように設置されるインターチェンジ。利用できるのは、ＥＴＣ車載器の搭載車のみで、簡易な料
金所として運用されるため、地域の活性化などを目的に、全国の高速道路で順次導入が推進さ
れている。

４ 中山間地域
　平野の周辺部から山間部に至る、まとまった平坦な耕地が少ない地域。山地の多い日本で
は、中山間地域が総土地面積の約７割を占めており、多面的で公益的な機能を有するだけでな
く、美しい景観や伝統的な文化など、大切な資源がある。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

本
市
と
し
て
中※
４

山
間
地
域
の
空

き
家
の
活
用
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

問
題
認
識
を
持
ち
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

被
爆
者
健
康
手
帳
の
申
請
に
お

い
て
、
高
齢
者
が
一
番
懸
念
し
て
い

る
こ
と
は
、
当
時
の
状
況
等
を
記
述

す
る
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
に
配
慮

し
手
続
き
を
簡
素
化
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

中
山
間
地
域
で
は
、
都
心
部
と

比
較
し
て
、
収
益
性
が
低
い
た
め

物
件
が
流
通
し
に
く
く
、
利
活
用

が
進
ま
な
い
実
態
が
あ
る
。
こ
の

た
め
、
本
市
が
所
有
者
か
ら
空
き

家
を
借
り
上
げ
、
希
望
者
に
貸
し

付
け
を
行
っ
た
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
一
部

を
補
助
し
た
り
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

方
針
を
、現
在
策
定
中
の
次
期「
広

島
市
空
家
等
対
策
計
画
」
と
「
広

島
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
盛
り
込
み
、
そ
の

利
活
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

申
請
書
に
は
可
能
な
限
り
記
載

し
て
ほ
し
い
が
、
記
載
が
難
し
い

場
合
は
、
職
員
が
項
目
内
容
を
聞

き
取
っ
て
記
載
を
補
助
し
た
り
、

当
時
の
記
憶
が
な
い
場
合
は
、「
不

明
」
と
記
載
し
て
い
た
だ
い
た
り

し
て
、申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。

ま
た
、
証
人
も
必
須
で
は
な
い
。

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
の
た
め
、
申

請
後
の
面
接
聴
取
に
代
え
、
電
話

に
よ
る
聴
取
を
検
討
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
空
き
家
の
活
用
対
策

黒
い
雨
被
害
者
の
救
済

　昨年９月１日に、木島丘議員が旭日中綬章を受章されま
した。
　これは、長きにわたり地方自治の育成、発展に貢献され
た木島議員のご功績が
認められたものです。
　このことを受けて、
市議会では、10 月 27
日の臨時会において、
決議をもって木島議員
に感謝状を贈呈しまし
た。

佐々木議長（左）から感謝状を
贈呈される木島議員（右）

旭日中綬章を受章された議員
に感謝状を贈呈しました

議会
トピックス
①




